
No. 都道府県 申請者 助成額

指定
円

1 岩手 県 藤勢寺 250,000

2 山形 県 善光寺 150,000

3 神奈川 県 宝金剛寺 500,000

4 石川 県 永福寺 200,000

5 福井 市 毫攝寺 500,000

6 京都 府 籠神社 300,000

7 奈良 県 十市町自治会 400,000

8 高知 県 北寺 400,000

9 福岡 県 大興禅寺 500,000

10 佐賀 県 玉林寺 500,000

11 長崎 市 東漸寺 300,000

12 大分 県 臨済寺 200,000

4,200,000

13 群馬 県 子持神社 150,000

14 千葉 県 玉﨑神社 400,000

15 東京 都 馬場克己 250,000

16 長野 県 長国寺 400,000

17 静岡 県 宝林寺 500,000

18 滋賀 県 阿自岐神社 400,000

19 大阪 府 牧方市 400,000

正覚寺蔵木造大日如来坐像保存修理事業

木造天部立像（２軀）保存修理事業

如意輪観音坐像保存修理事業

無著妙融像一躯保存修理事業

木造不動明王立像保存修理事業

【建造物】

木造伝長井時広夫妻坐像修理事業

阿自岐神社本殿保存修理事業

宝林寺山門保存修理事業

平成２９年度　事 業 報 告 書
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで)

１．事業の状況

事　業　名

    の中から、２５件について助成を行った。

　　　国内文化財の保存修復事業助成として、２７都府県教育委員会から推薦のあった６１件

（１）文化財保存修復助成事業

　　定款第４条の定めに従い、次の事業を行った。

木造阿弥陀如来立像修理事業

田中家住宅・鋳物工場主屋耐震・改修工事事業

子持神社保存修復事業

玉﨑神社本殿・拝殿保存整備事業

絹本著色真言八祖像保存修理事業

紙本著色奥村永福夫妻画像保存修復事業

光明号本尊修理事業

馬場家御師住宅保存修復事業

長国寺開山堂保存修理事業

小　計（１２件）

【美術工芸】

籠神社文書保存修理事業

十一面観音菩薩立像保存修理事業



20 兵庫 県 西仙寺 500,000

21 鳥取 県 斎藤信子 500,000

22 香川 県 猪熊全徳 500,000

23 愛媛 県 伊豫稲荷神社 500,000

4,500,000

24 岐阜 県 松竹やま修復委員会 500,000

500,000

申請者 助成額

円

25 宮城加奈子 200,000

200,000

9,400,000

No. 助成額

円

1 松下　功
東京藝術大学　副学長、
演奏芸術センター
教授

300,000

2 植村幸生 
東京藝術大学
音楽学部楽理科
教授

200,000

3 上原利丸
東京藝術大学
美術学部工芸科
准教授

400,000

4 小島直文
東京藝術大学
音楽学部邦楽科
教授

300,000

5 荒木恵信
金沢美術工芸大学
准教授

400,000

6 熊谷貴史
佛教大学
総合研究所
特別研究員

190,000

小　計（１１件）

【有形民俗】

西仙寺熊野権現社保存修理事業

稲荷神社楼門保存修復事業

小川家住宅保存修理事業

小　計（１件）

大垣祭曳山（松竹やま）保存事業

合　計（２５件）

事業名

【在外研修員】

保存修復家 ガラスを素材とする美術作品の実践的修復研修

猪熊家住宅保存修理事業

小　計（１件）

所属機関

（２）芸術研究等助成事業

アジア音楽祭2017 ACLスペシャルイベント

申請者

和楽の美　源平の盛衰　～有為展変賦～

佛教大学四条センター　パネル展
（公開講座「仏像鑑賞余滴」連動企画）：
展示名「平山郁夫シルクロード美術館に眠る西域壁画断片」

新出・曾我二直菴印「架鷹図屏風」の自然科学的基
礎研究

    する助成事業として申請のあった２５件の中から、１２件の事業に助成を行った。

東京藝術大学130周年記念 能楽公演 特別展
藝「大」コレクション展　パンドラの箱が開いた！

      文化財の保存修復及び芸術に関する調査研究、成果の発表、国際交流事業の実施等に対

Japan-China Textile Arts Exhibition

事　　業　　名



7 青木孝義
名古屋市立大学
芸術工学研究科
教授

400,000

8 青島佳祐
オーケストラ・トリプ
ティーク
ライブラリアン

300,000

9 桐島美帆
東京藝術大学
大学美術館
学芸研究員

200,000

10 萩岡松韻
東京藝術大学
音楽学部邦楽科
教授

300,000

11 井上隆史
東京藝術大学
社会連携センター
客員教授

300,000

12 山内和也
帝京大学
文化財研究所
教授

200,000

3,490,000

No. 助成額

円

1 王　旭東 敦煌研究院院長 1,000,000

2 王　旭東 敦煌研究院院長 1,000,000

3 筒井　　裕
帝京大学文学部
史学科
専任講師

300,000

4 影山　悦子
奈良文化財研究所
国際遺跡研究室
アソシエイトフェロー

300,000

5 籔内佐斗司
東京藝術大学
大学院美術研究科
教授

300,000

6 大村 幸弘
（公財）中近東文化セ
ンター附属アナトリア
考古学研究所長

300,000

333,000

3,533,000

萩岡松韻の世界　連続公演

特集展示「 藝大コレクションの修復――近年の取り組み」
（「藝「大」コレクション パンドラの箱が開いた！」展の特
集展示）

イタリア中部地震で被災した文化財建築の保護に関
する研究

　　１３件の事業の中から、６件の事業に対して助成を行った。

合　計（１２件）

（３）国際協力事業

黛敏郎メモリアルコンサートVol.2、Vol.3

ファヤズ・テペ遺跡出土仏教壁画の保存修復

      文化財の保護及び芸術文化に関する国際的な協力・交流、人材養成事業など申請のあった

敦煌研究院より研究員招致（岳　阳氏）
平成29年10月1日～平成30年9月30日

事業名

合　計（６件）

トルコ共和国古代遺跡出土遺物、遺構の保存、修復
と若手専門家の養成

中央アジアにおける交通網と集落の形成に関する人
文地理学・考古学的研究
―キルギス共和国を事例として―

（別途支給経費）
○敦煌研究院からの研究員来日・帰国旅費

敦煌研究院より研究員招致（程　博氏）
平成29年4月1日～平成30年3月31日
敦煌研究院より研究員招致（程　博氏）
平成29年4月1日～平成30年3月31日

中央アジアにおける交通網と集落の形成に関する人
文地理学・考古学的研究
―キルギス共和国を事例として―

外国人研究者招致（ウィーン大学名誉教授）

国際会議出席（シルクロード学研究会出席）

申請者

日本と西洋、伝統的彫刻とその修復技術の国際交流
事業



No. 助成額

円

1 2,473,200

2,473,200

No. 助成額

円
14,200,000

2 35,600,000

3 2,200,000

52,000,000

　　②尼門跡寺院文化財保存修復助成事業

　　助成を行った。（修復継続中）

事業名

（４）重点助成事業

宝鏡寺門跡四体のうち「仙寿院御像」の修復

対象者

真如寺

合　計（１件）

　　　東芝プラントシステム株式会社の支援により、尼門跡寺院文化財の保存修復事業に対して

1

　　①熊本地震被災文化財救援・修復支援事業

　　　熊本地震により被災した文化財の救援と修復のために平成２８年度から募金を行い、５年計画

　　の２年目になる。平成２８年度から実施した文化財レスキュー活動への助成は終了し、事業実施

　　③松尾大社本殿等保存修復支援事業

　　　松尾大社本殿並びに神庫・楼門修復及び神域内の諸整備事業を行い、貴重な文化遺産を後世に

　　守り伝えるための事業。３カ年計画の第Ⅱ期事業として下記の助成を行った。

　　予定であった個別の被災文化財への修復支援については、募金額の残額等を勘案し、また、文化

　　庁及び熊本県と協議中であることから平成２９年度は休止することとした。

助成対象者

事業名

合　計（３件）

本殿内陣　御神宝修復 松尾大社

神庫御屋根檜皮葺替 松尾大社

本殿内陣　御帳台御障子修理 松尾大社



No. 都道府県 指定 申請者 助成額

1 岩手
国

登録
盛合　光徳 800,000

2 岩手 県
陸前高田市
市長　戸羽太

800,000

3 岩手 菊池　長一郎 700,000

4 宮城 大沼　所左衛門 800,000

5 宮城
国

登録
気仙沼風待ち復興検討会
代表理事 菅原 千栄 2,500,000

6 宮城
国

登録
気仙沼風待ち復興検討会
代表理事 菅原 千栄 17,000,000

7 福島
国

登録
矢吹　友市郎 700,000

8 福島
国

登録
阿部　寛 600,000

9 福島
国

登録
加藤　治 600,000

10 福島
国

登録
大谷　芳江 800,000

11 福島 阿部　和永治 600,000

12 福島 藤田　彌五兵衛 700,000

13 茨城 市
雷神社
宮司　増渕 堯美

800,000

27,400,000

14 岩手 市
東前青年会
会長　佐野貴政

600,000

15 岩手 金澤神楽による備品等整備事業
金澤神楽保存会
代表 大久保正人

700,000

16 岩手
中村・青ノ木郷土芸能研
究会
代表　及川 春男

700,000

2,000,000

29,400,000

小計（3件）

　　もあることから本年度も助成を行った。

東前太神楽による備品等整備事業

栃窪簡易郵便局　土蔵等修復工事

　　　申請のあった２２件の中から審査の上、１６件に助成を行った。

「盛合家」復旧・復元修理事業

中村熊野神社神楽による備品等整備事業

「吉田家住宅」復元事業

東屋土蔵復旧・復元修理事業

【無形文化財】

大沼家別荘修理工事

雷神社本殿・幣殿・拝殿保存修復事業

気仙沼内湾地区国登録文化財等復興事業
（三事堂ささ木修復事業）

なかむらや旅館第４期震災復旧工事

「花水館　奥の間（御殿）」　震災復旧事業

気仙沼内湾地区国登録文化財等復興事業
（武山米店修復事業）

藤屋建造物群③蔵屋敷修復事業

「福島市景観100選」蔵保存修復事業

　　④その他（東日本大震災被災文化財救援・復旧支援事業）

小計（13件）

合　　計（16件）

【建造物】

事業名

　　　本事業は平成２４年度から５年計画で実施したが、引続きの助成要望及び募金受入も

矢吹家住宅震災復旧事業



　　①　広報誌｢絲綢之路｣の発行

　　文化交流フォーラムの開催、その他普及広報活動に関連し次の事業を行った。

　　　　　行　事：第１３回日中韓文化交流フォーラム

　　　　　募集期間：平成２９年　９月～平成３０年　１月

　　　　　製作題材：出光美術館所蔵「伴大納言絵巻」現状模写作品（６年目）

　　　　　募金応募件数：1,476件（募金額5,660,946円）

　　③　日中韓文化交流フォーラムの開催

　　　　　期　間：平成２９年１１月１日（水）～４日（土）

　　　　　会　場：韓国（江陵市）

　　　　　第８５号（２０１７－秋）　　平成２９年１０月１６日発行

　　　　　参加者：日本画（２２名）　　油彩画（１９名）　水彩画（１６名）

　　　　チカラ～　に協力

　　　　　期　間：平成２９年７月２７日（木）～７月３０日（日）

　　　　　共　催：（公財）文化財保護・芸術研究助成財団、新潟日報社、妙高市他

（５）シンポジウム等の開催事業、その他普及広報活動

　　　　　配 布 先：都道府県教育委員会、美術館・博物館、文化財研究機関、芸術系大学

　　　文化財の保護及び芸術振興に関する啓蒙活動、国際交流、広報活動として広報誌の発行、

　　　　　主　催：妙高夏の芸術学校実行委員会

　　　　　第８４号（２０１７－夏）　　平成２９年　６月２６日発行

　　②　文化財保存修復支援カレンダー基金の募金活動（２０１８年版カレンダー）

　　　　　　　　　　新聞社、支援者、賛助会員、理事・評議員、その他関係者に配布

　　　　　発行部数：各２，０００部

　　⑤　第６８回社会を明るくする運動「～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の

　　　　　主　催：“社会を明るくする運動”中央推進委員会他

　　　　　　　　　デッサン・スケッチ（４名）　小学生（４名）　　　計６５名

　　　　　第８６号（２０１８－新春）　平成３０年　１月２５日発行

    ④　「第２２回妙高夏の芸術学校」の共催

　　　　　テーマ：「日中韓オリンピックと東アジアの文化芸術交流」



　　　　　　　　後　援：公益財団法人 日本博物館協会、一般社団法人 文化財保存修復学会他

　　　　　　　第１９回「文化人・芸能人の多才な美術展」

　　　　　　　「東南アジアの歴史的都市でのまちづくり―町の自慢を、町の魅力に―」を後援

　　　　　　　　主　催：特定非営利活動法人 日本国際文化遺産協会
　　　　　　　　　　　　文化人・芸能人の多才な美術展実行委員会

　　　　　　　　主　催：特定非営利活動法人　文化財保存支援機構

　　　　　ア）第１２回「文化財保存・修復－読売あをによし賞」を後援

　　　　　　　　主　催：読売新聞社

　　　　　イ）文化遺産国際協力コンソーシアムシンポジウム

　　　　　　　　主　催：文化庁、文化遺産国際協力コンソーシアム他

　　　　　　　　後　援：文化庁、大阪府教育委員会、独立行政法人国立文化財機構

　　　　　ウ）セミナー「文化財保存修復を目指す人のための実践コース」を後援

　　　　　　　　共　催：東京国立博物館

　　　　　　　　　～広げよう文化の輪・芸術は地球を救う！～を後援

　　　　　エ）東日本大震災復興支援文化財保護レスキュー救済活動チャリティー企画

　　⑥　講演会・シンポジウム・展覧会等の後援

　　　　　　　　後　援：外務省、東京文化財研究所他

　　　　　オ）「宮城アール・パレ展」を後援

　　　　　　　　主　催：アール・パレ展実行委員会

　　　　　　　　　　　　富岡市

　　　　　　　　後　援：文化庁、公益財団法人 日本ユネスコ協会連盟他


